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Hong Kong ALPA、労働争議解決に向けて一歩前進 

 
2001年 7月、Hong Kong Aircrew Officers Association（HKAOA）の乗員 49名が、キャセイ
航空によって不当に解雇されました。IFALPA 加盟協会は HKAOA からの要請を受けて、
各政府機関へ抗議の手紙を発信し、この不当な解雇を解除するよう働きかけを行いましたが、

未だ乗員は職場に復帰していません。 
HKAOAは、キャセイ航空経営陣に交渉の場につくよう長きに渡り繰り返し要請してきまし
た。ようやくここに来て、キャセイ航空経営陣がその要請を受け入れ、この問題解決に向け

て、双方が対話を始めることになりました。 
以下に、その手紙の全文を紹介します。 

(訳責 ALPA Japan) 
 

12 February 2003 
  
Mikio Hayashida 
Air Line Pilots Association of Japan 
 
ご存知のように、Hong Kong Aircrew Officers Association (HKAOA)はキャセイ航空経営
陣との労働争議を 10年近く続けています。 
 
 わたし達は、キャセイ航空経営陣を交渉の場につかせるため、貴協会のご支援を頂き

ながら長年努力してきた結果、わたし達の要望する満足な回答を得るための第一歩を 

ようやく踏み出すことが出来ました。ここに喜んでご報告すると共に、HKAOAを代表し、
この問題に対する貴協会の皆様の確固たるご支援にお礼を申し上げます。 
 
過去 1年間、HKAOAはキャセイ航空経営陣を交渉の場に引き出す為の試みを繰り返し
てきましたが、それらはすべて失敗に終わりました。昨年 12月、この長期化している争
議を最終的に解決する方法を見つけるため、わたし達は非公式にキャセイ航空経営陣と

会い意見を交換しました。その時点からいくつかの進展が見られ、本日、経営陣の代理

人と合う日程を定め、建設的な対話を再開することで合意しました。 
 
これはほんのはじめの 1 歩に過ぎませんが、この会合の結果については、やや不安な
がらも楽観的です。揺るぎない一致団結したわたし達の意見をこれからも粘り強くキャ

セイ航空の経営陣に伝える努力をして行きます。わたし達は、同僚として、仲間として、

またこの争議活動に深く関わって下さっている貴協会に、今後もこの問題の進展状況を

お知らせして行きます。 
 
最後に、重ねてこれまでのご支援にお礼を申し上げると共に、わたし達の問題解決に

共に立ち上がり、ご尽力下さいましたことに心より感謝致します。 
 
敬具 
 
Captain Nigel Demery 
President 

 

 



 
 
 

 


